
  大津市の「大ツ」を図案化したもので「大」は鳥の飛躍を形作り、

「ツ」は景勝「びわ湖」の展望を表すもので「大ツ」の文字は、

国際文化観光都市の躍進発展を象徴しています。

わたくしたち大津市民は

一　郷土を愛し琵琶湖の美しさをいかしましょう。

一　豊かな文化財をまもりましょう。

一　時代にふさわしい風習をそだてましょう。

一　健康で明るい生活につとめましょう。

一　あたたかい気持ちで旅の人をむかえましょう。

（昭和36年10月1日、制定）

大　津　市　章

　（昭和33年10月１日、市制60周年を記念して制定）

大　津　市　民　憲　章
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1 朝日に映えて　光たつ　みどりの山よ　青雲よ

ああ新生の意気もえて　自由の歌のわきあがる

われらの大津　うたおうよ

2 近江の歴史　かおり濃く　めぐる琵琶湖よ　八景よ

ああ観光の　日は晴れて　産業文化　花ひらく

希望の大津　興そうよ

3 平和の虹を　空によぶ　比叡の峰よ　あこがれよ

ああ勤労の　汗と和に　われらの力　盛りあげて

理想の大津　築こうよ

大 津 市 民 の 歌

作詞　　塩見　淳一

作曲　　平井　康三郎

（昭和３３年５月１７日、制定）
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統計表中の符号の意味は、次のとおりです。

「０」　単位未満

「－」　皆無または該当数字がないもの

「…」　不詳

「△」　負数（ただし、気象の項は「－」を負数としています。）

凡例

大津市の鳥、木、花
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